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アンリ・アンFワイエ教授

　佛國パリのソルボンヌ大學教授H．アンドワィエ教授の惑いナこのは既報

の如く（天界102號477頁）6月12日であった．その葬儀めあった14日の日に

パリ學士院の長老E．ピカール氏が大品次の如き弔譜をよんだ

　「H．アンドワイエ氏の友人を代表して突然長逝した彼に最後の言葉を捧

げる次第であります．氏は非常な注意をもつて幸福にも氏に與へられた確

固たる精神を胸に秘してゐましナこ．自分自身を打忘れて，氏は細心な注意

によって，與へられナこ機能を完全にし，まかされナこ仕事をよくやるこミを

のみ考へておられました．氏よりも謙譲な學者は希であり，賦払學は根本的

に集合的性質をもつており，從ってその殿堂をきつくには名も知れすにう

つもれた小石の必要なこεを氏よりも固く信じてみた學者は少ないでせう．

　『月の理論は多くの天文學者をなやませました．アンドワイエ氏は，ドロ

ネイ氏の有名な方法の訂正にその學的生涯の大部分をさNけました．一

その仕事は非常に長年月を要したものでやつミ昨年（1928年）に終了しま

した，

『月の蓮動の不等（inequality）を，よし解析的表式に表はす事が出來ても，

それがすぐ撒字計算に役立つものでなければならぬのに，ドロネイ氏の法

式は不幸にも撒字計算に適しないもので，その展開は長くて極めて牧欽が

悪くありましt．

　『この有名な天文學者の方法をεつて，アンドワィエ氏は，多くが不精確

であった七次以上の項を訂正し，夏に月や太陽に關する重要な影響を考へ

に入れて，この吾が衛星の丁丁の不等を精確にあらはした表式を與へましk・
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それは非常な仕事で，勢多き計算に費されt此の勢力の前には奪敬の念を

禁じえません．

　『アンドワイエ氏は常に，数字計算に外しての趣味，否むしろ一種の熟情

をもつてゐましナこ．氏は色々の三角函数表には誤があるので之等を訂正し，

もつε大きな完全な物にせねばならないミ考へ，隅隅それを自分一入で企

て，数年の間に三角州敷の封敷原回数を含む新しい表を完成しましナこ．

　『之こそは氏に大きな榮暴を與へる眞の記念碑であります．氏は藪學の

高爾な知識があり，廣くも知ってゐましナこが，そのナこめに二字計算を忽に

するミ云ふこ言は一度もありませんでした．氏の持論は，理論天文二者は

藪學の廣い知識ミ同時に，勢力の多い計算に封してもすぐれk能力をもつ

てみなければならないε云ふこミでした．この見地から氏は天罷力學の目

的一彼によればその目的εは理論ε観測ミを比較するこミ，從って法式

を直に数字計算にうつすこミでしナこ．一一一tz見失なひませんでしナこ．然し

それだからε云って純檸の理論をさげすんだε云ふ事はなかつナこばかりで

なく，すべての立派な敷半者ε同じやう’に手下よくやる事に封しては尊敬

さへももってゐましナこ．

　『その多くの論文の中で，氏は氏以前の學者の著述に重要な補正を加へ

ました．然し屡々愛すべき鼠暴さ一親しい入のみが知ってみる一をも

って自分の考へを獲表しましナこ．帥ち新しい若干の研究を前にして，ライ

プニツの讃解の中でフオシトネル氏ミ共に，物を嚢見する方法ε云ふもの

は，多くの場合に於て二見されt物自身より優るS云ふこεを述べて揮か

りませんでした．

　『アンドワイエ氏は佛國に側ては古い天腿力學に於ける第一人者であり，

経度局に於ても，多くの人々に知られてみる通り椹威をもつて佛暦の勢力

の多い乱逆を監督し，屡々下野に重要な訂正を加へましfe．

　ラプラスの天艦日野は氏の愛讃したもので，すぐれた著述である小冊子

の中で，この大敷學者9）著述の忌揮なき批評を試みてゐます．然しこの中

で短い下る一章は，何だか物足りないものであります．それは太陽系の成

生に關するものであって，このやうな問題は論えす敷學的精確さを望んで
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ゐナこ氏にはあまりに室疎なものに見えたに相違ありません．

　アンドワイエ氏は科學の研究ε同じ程度に，教育にも興味をもつてゐま

した．氏は比肩すべき者のない詠うまい先生でしナこ．大學で天文學を規則

通り教へt外に，毎年天測力學の一部について講義をしました．長年親し

んだ法式を順序よく展開して行くのは大きな喜びでした．生命を奪った病

の最：初の徴候のあっt十日前の日に，氏がソルボンヌへ講義をしに行かう

εしたこεをさうして今回ひだせないこSがあろうか？　氏は家につれか

へされましたが，そのまX　ixに逝いて了ひました．

　『1881年に，先づ師範學校に入ったアンドワイエ氏は直に先生達に認め

られ，今日多くの吾々の學生達が最初に解析繭藪の理論の基礎を作る本で

ある“エルミット”の著述の訂正をまかされました．

　『そこを出てから1・ウルーズの天文皇に十年をすごしましたが，その間

理科大學で講義もしました．パリにかへってからは，色々な教育をし，大

詔入學の準備をもまかされました．責任感の強い人で，自身の個人的な研

究は云ふ迄もなく，錆講者の筆記の訂正にも同様の注意を沸ひました．

　ソルボンヌで天：文學教授の位置を得t時，氏の喜びは大きくありました．

その位置をえてからは，氏の生活は，教育ミ研究ε家庭の仕事に過されま

しナこ．

　『1915年，戦々で一入の子息を失つナここεは，非常な打撃を氏に與へまし

f．しかし，陸軍地圖局に働くこεによって僅かに自分を慰めましt．

　『個人的な野心はもちませんでしたが，アンドワイエ氏は，パリ天文皇の

皇長をまかされた時には，フランスの天文學に若干の貢献が出謙るものミ

考へてるました．然し，パリ天文皇Sムードン天文学ミが合併しナこので，

氏の計叢をかへなければならなくなりました．それがために氏は意に充k

ないものがあったこSは親近者のみがよく知ってみるこごであります．

『H．アンドワィエ氏の生涯はこのやうでありました．彼は友入や弟子に

立派な性質，すぐれナこ品性のよい見本を與へてくれましナこ．學士院の人々

によってなされた，科學ε宗教的梼操に關しての研究の中で，この吾々の

友は次の言葉で文章の結びにしてるます．
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　「學者達一帥ち學術に全生命を投げうつてるる人一は必ずいつの日

か，縄ゑす追求してみる眞理を知りつくすこSによって報ひられるもので

あるこεを自分は，はっきりミ望み且つ信じて行きたいものであります」

『この言葉によってアンドワイエ夫入並に子息の苦痛が幾分にても軟ら

がんこεを望みます。こXに家族の人々に謹んで哀悼の意を表する次第で

あります．」

　因に氏は1862年十月パリに生れナこ．ボアンカレ氏の後櫃者こしてソルボ

ンヌで天禮力學の講義をし，かたはら経度局に入って天文暦を編纂した．

行年68歳である．

　　　　　　　　　一一㍉一Pt悪一一一

：F．ボケ干満逝ζ

　近着のAstronomie誌は佛蘭西の有名な天文二者ボケー氏の死を報じて

みる．アンドワイエ教授の死につX“いて昨年七月十七日に，氏は吾々の世

界からきえて了つた．當時あった天文三校ミも証すべき學校に入って，そ

こを出るε直に，パリ天文毫に入った．彼の研究は極めて多方面であっk

が就中子午線観測並に天龍力學では一家をなしてみた．三島画数を八次迄

展開して三位をえたが子午線観測の力面では：Les　observations　m6ridiennes

なる著述を残してみる．天文學の歴史にも詳しく，その方面の著にはHis－

toire　g6nerale　de　I’Astronomieがある．彼の死は寂びれ行く佛蘭西の天文

県界に悲しむべき事でなくて何であらう．

　彼の羊腸「天文學漫談」が「天界」誌上に澤される機會のあるこミを望んで

みる．

　　　　　　　　　　　　『星』　生　　る

　こん度，會員有志の思ひ付きで，『星』εいふ名の新しい天文雑誌を作る

こεにした・絞れは先日の同好會総會協議會の模膿に刺激されて生れたも

のであって，天文趣味者にも，天文の專直家にも，同様に好かれる面白い

絡入雑誌ミいふ事を目標Sしてみる．御手なみを一つ見て頂きたいため，

そして筒ほ一般の會員ナこちの御批評ε御忠告εを得たいために，當分の間

は『天界』の附録εして，同封し三二りする，しかし，御望みの方々には

特に實費（一部金30銭）を以って御わけします．（星の同人）


